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　鬼北町特産の鬼北熟成雉は、野趣あふれる濃厚な旨味が
特徴。キジのおいしさをPRするため、鬼北町のシンボル
「鬼王丸」と「柚鬼媛」の肩にもそれぞれキジが乗っていま
す。今の寒い季節におすすめなのが、白菜などの冬野菜を
たっぷり使ったきじ鍋。味付スープやきじ団子などをセッ
トにした手軽にきじ鍋が楽しめる商品も販売しています。
ネットからもご注文ができますので、ぜひご賞味ください。

鬼北町

鬼王丸
Ⓒ竹谷隆之/鬼北町

　柚鬼媛
　Ⓒ海洋堂/鬼北町



　令和₂年12月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 141 号　（2）　

決　　　議
　我が国の山村は、日本人としての精神の原点として我が国を
支えてきた力の源であり、水資源、エネルギー資源を守り、国
土保全、都市住民のいこいの場、若者の教育の場の提供等、多
面的・公益的機能の発揮に重要な役割を担ってきた。このよう
な国民の共有財産と言うべき山村は、国土の約₅割にも及んで
おり、そこを人口のわずか₃パ－セントの住民が守っている。
　本年には新型コロナウィルスの感染拡大により全国的に極め
て困難な状況に直面しているが、山村地域においても農林水産
物の需要の減退、観光業・飲食業の不振など計り知れない打撃
を被っている。
　山村を取り巻く環境は、近年、人口減少・高齢化の進展、こ
れに伴う集落機能の衰退や自然災害・鳥獣被害の多発等により
厳しさを増しており、加えて本年のコロナ危機の影響もあって、
多くの山村が存続の危機に瀕していると言っても過言ではない
状況にある。
　一方で近年の頻発する異常気象災害に対して、山村が果たし
ている環境保全・災害防止の機能及び二酸化炭素の吸収源とし
ての機能が広く国民に再認識されつつあり、若者の田園回帰志
向も強まっている。またコロナ危機に直面する中で、都市への
人口集中の弊害が深刻に意識され、人口の地方分散の重要性が
改めて認識されたところである。
　こうした中で山村振興法により明確に示されている上記の多
面的・公益的機能について更なる充実を図ることが重要であり、
課題解決に取り組み、山村の活性化、自立的発展を図っていく
ことは、地方創生や国土保全につながり、ひいては国民生活全
体の発展・安定につながるものと言える。
　国におかれては、以上の認識の下に、山村振興を国の重要課
題に据えて、下記の事項の実現を図っていただくよう強く要望
する。

記
１．新型コロナウィルス感染防止対策と新たな社会の建設に
取り組むこと。
１．自然災害の被災地の復旧・復興、防災対策の充実強化を
図ること。
１．山村振興法を踏まえ、関係省庁の一層の連携強化のもと、
山村振興対策を総合的かつ計画的に推進すること。
１．振興山村における地域資源を活用する製造業及び農林水
産物等販売業に供する機械・施設の取得に関する税制特例
について、適用期限を延長すること。
１．「山村活性化支援交付金」、「農山漁村振興交付金」、「中山
間地域等直接支払交付金」等山村地域活性化のための対策
の充実・強化を図ること。
１．森林環境税及び森林環境譲与税について計画に即した段
階的な導入を確実に実施すること。
１．「林業成長化総合対策」により、川上から川下に至る林業、
木材産業の振興対策の拡充強化を総合的に図ること。
１．鳥獣被害防止対策の充実・強化を図ること。
１．道路、情報通信基盤の整備を計画的に推進すること。
１．生活交通の確保等生活環境の整備を推進すること。
１．保健・医療・福祉対策の充実・強化を図ること。
１．学校施設整備、児童生徒への援助、体験活動推進等施策
の充実・強化を図ること。
１．地方交付税制度の充実・強化を図り、所要額を確保する
こと。
１．貿易交渉及びその実施に当たっては、山村地域の主要産
業である農林業に打撃を与えることのないよう、万全の対
応をとること。
１．道州制は絶対に導入しないこと。
　　以上決議する。
　　　令和₂年11月27日
	 　　　　　　　全国山村振興連盟通常総会　

令和３年度山村振興関連予算・施策に関する要望書
　山村地域の振興につきましては、日頃から格別の御配慮を賜り厚く御礼申
し上げます。
　我が国の山村は、日本人としての精神の原点として我が国を支えてきた力
の源であり、水資源、エネルギー資源を守り、国土保全、都市住民のいこいの
場、若者の教育の場の提供等、多面的・公益的機能の発揮に重要な役割を
担ってまいりました。このような国民の共有財産と言うべき山村は、国土の約
₅割にも及んでおり、そこを人口のわずか₃パ－セントの住民が守っております。
　本年には新型コロナウィルスの感染拡大により全国的に極めて困難な状
況に直面しておりますが、山村地域におきましても農林水産物の需要の減
退、観光業・飲食業の不振など計り知れない打撃を被っております。
　山村を取り巻く環境は、近年、人口減少・高齢化の進展、これに伴う集落
機能の衰退や自然災害・鳥獣被害の多発等により厳しさを増しており、加え
て本年のコロナ危機の影響もあって、多くの山村が存続の危機に瀕している
と言っても過言ではない状況にあります。
　一方で近年の頻発する異常気象災害に対して、山村が果たしている環境
保全・災害防止の機能及び二酸化炭素の吸収源としての機能が広く国民に
再認識されつつあり、若者の田園回帰志向も強まっています。またコロナ危
機に直面する中で、都市への人口集中の弊害が深刻に意識され、人口の地
方分散の重要性が改めて認識されたところであります。
　こうした中で山村振興法により明確に示されている上記の多面的・公益的
機能について更なる充実を図ることが重要であり、課題解決に取り組み、山
村の活性化、自立的発展を図っていくことは、地方創生や国土保全につなが
り、ひいては国民生活全体の発展・安定につながるものと言えます。
　国におかれては、以上の認識の下に、山村振興を国の重要課題に据えて、
下記の事項の実現を図っていただくよう強く要望致します。

　　記　　
Ⅰ　新型コロナウィルス感染防止対策と新たな社会の建設
Ⅱ　自然災害の被災地の復旧・復興と防災対策の充実強化
Ⅲ　山村振興対策の総合的・計画的推進
Ⅳ　多面的・公益的機能の持続的発揮・公共事業の推進
Ⅴ　農林業の振興・地域社会の活性化
Ⅵ　山村と都市との共生・対流
Ⅶ　鳥獣被害防止
Ⅷ　道路、情報通信基盤の整備	
Ⅸ　生活環境の整備
Ⅹ　医療・保健・福祉
ⅩⅠ　教育・文化	
ⅩⅡ　貿易交渉について
ⅩⅢ　山村地域の自主性の確立

　

全
国
山
村
振
興
連
盟
の
令
和
2
年
度
通

常
総
会
が
11
月
27
日
「
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
」で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、全
国
の
関

係
市
町
村
長
ら
約
1
7
0
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
、
前
後
副
会
長
（
福
島
県
猪
苗

代
町
長
）
が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
。

　

次
に
、中
谷
元
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、来

賓
の
宮
内
秀
樹
農
林
水
産
副
大
臣
、
自
由

民
主
党
山
村
振
興
特
別
委
員
会
委
員
長
の

金
子
衆
議
院
議
員
、
荒
木
全
国
町
村
会
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
出
席

の
国
会
議
員
、
政
府
関
係
者
、
友
好
団
体

の
来
賓
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
、
議
事
に
入
り
、
奥
田
副
会
長

（
広
島
県
世
羅
町
長
）
を
議
長
に
選
出
し
、

山
村
振
興
関
連
予
算
・
要
望
を
決
定

全
国
山
村
振
興
連
盟
通
常
総
会
　

　
11
月
27
日
　

は
じ
め
に
第
1
号
議
案
「
令
和
3
年
度
山

村
振
興
関
連
予
算
・
施
策
に
関
す
る
要
望

（
案
）
に
関
す
る
件
」
及
び
第
2
号
議
案

「
決
議
（
案
）」
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

続
い
て
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
地

方
振
興
」
と
題
し
て
、
総
務
省
地
域
力
創

造
グ
ル
ー
プ
地
域
振
興
室
長　

勝
目
康
氏

の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
横
山
光
明
副
会
長
（
愛
知
県

設
楽
町
長
）
が
閉
会
の
辞
を
延
べ
、
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

　

な
お
、
総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
事
項

に
つ
い
て
は
、総
会
終
了
後
、全
国
連
盟
役

員
が
分
担
し
、
そ
の
実
現
方
を
陳
情
し
た
。
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全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る
令
和
2
年
度
町
村
監
査
委
員
研
修
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
東
京
都

だ
け
で
な
く
全
国
的
に
も
広
が
っ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
会
場
で
の
開
催
を
取
り

や
め
、
講
演
を
動
画
撮
影
し
、
令
和
2
年

12
月
1
日（
火
）か
ら
2
月
28
日（
日
）ま
で

の
期
間
限
定
で
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
研
修
会
動
画
ペ
ー
ジ
に

て
公
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

演
題
及
び
講
師
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
。

○
「
新
監
査
基
準
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
」

　
　

日
本
大
学
経
済
学
部
教
授

�

　

石　

川　

恵　

子　

氏

○
「
住
民
監
査
請
求
に
引
き
続
く
住
民
訴

訟
の
事
例
解
説
」

令
和
２
年
度
町
村
監
査
委
員

�

全
国
研
修
会

　
　

日
本
大
学
法
学
部
教
授
、
弁
護
士

�

　

松　

嶋　

隆　

弘　

氏

○「
自
治
体
に
お
け
る
監
査
の
ポ
イ
ン
ト
」

　
　

公
認
会
計
士
・
税
理
士

�
　

鈴　

木　

尚　

道　

氏

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

（
敬
称
略
）

◎
町
村
監
査
功
労
者
表
彰

　
　

伊　

方　

町　
　

角　

井　

佳　

子

令和２年度町村監査委員全国研修会
開　催　要　領

１　目　　的
　　町村監査委員の自己研修・資質の向上を図ることを
目的に令和₂年度町村監査委員全国研修会を開催する
ものである。

　　なお、今年度については、	新型コロナウイルス感
染症が東京都だけではなく全国的にも広がっている状
況を踏まえ、会場での開催を取りやめ	、講演を動画
撮影し、動画配信専用ページを新設し掲載するもので
ある。

₂　対 象 者
　　町村等監査委員又は町村監査事務職員等
₃　演題（仮題	）及び講師
　　「新監査基準の現状と課題について	」
　　　　	 　日本大学経済部教授　石川　恵子　氏
　　「住民監査請求に引き続く訴訟の事例解説	」
　　　	　日本大学法学部教授、弁護士　松嶋　隆弘　氏
　　「自治体における監査のポイント	」
　　　　	 公認会計士	・税理士　鈴木　尚道　氏
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四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会
議
が
、

12
月
21
日
に
香
川
県
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
対
策
と
し
て
会
場
で
の
開
催
を

中
止
し
、
テ
レ
ビ
会
議
で
開
催
さ
れ
、
各

県
事
務
局
長
や
担
当
者
が
出
席
。
各
県
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
題
を
中
心
に
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

〈
各
県
提
出
議
題
〉

1　

令
和
2
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

�

（
愛
媛
県
）

2　

令
和
3
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て�

（
高
知
県
）

3　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
る
令
和
3
年
度
予
算
の
変
更

等
に
つ
い
て�

（
愛
媛
県
）

4　

町
村
へ
の
情
報
提
供
方
法
に
つ
い
て

�

（
徳
島
県
）

5　

押
印
廃
止
の
動
き
へ
の
対
応
に
つ
い

て�

（
香
川
県
）

そ
の
他　

全
国
町
村
会
役
員
及
び
政
務
調

査
会
所
属
委
員
に
つ
い
て

　

な
お
、
次
回
は
愛
媛
県
主
催
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
久
万
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅱ

　
芸
術
家
の
も
う
一
つ
の
顔

～
4
月
11
日（
日
）

　

芸
術
家
は
洋
画
家
や
日
本
画
家
、
陶
芸

家
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。
油
絵
具
と
キ
ャ

ン
バ
ス
、岩
絵
具
と
和
紙
、呉
須
と
陶
磁
器

と
い
っ
た
技
法
な
ど
が
異
な
る
だ
け
で
、

自
身
の
芸
術
の
道
を
ま
い
進
し
て
い
く
上

で
は
、
そ
れ
ら
の
分
野
の
区
分
は
さ
ほ
ど

重
要
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

日
本
画
家
・
石
井
南
放
の
1
9
5
0
年

代
に
制
作
さ
れ
た
《
樹
》
シ
リ
ー
ズ
は
、

そ
の
時
代
に
流
行
し
た
抽
象
絵
画
を
岩
絵

具
で
実
践
し
た
よ
う
な
作
風
で
す
。

　

ま
た
逆
に
、
技
法
的
な
面
で
日
本
画
の

要
素
を
加
味
し
た
洋
画
作
品
の
制
作
に
勤

し
ん
だ
洋
画
家
た
ち
が
い
ま
す
。
萬
鉄
五

郎
は
《
風
景
・
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
》
に
お
い

て
、油
絵
具
の
黒
色
の
み
を
用
い
て
、墨
画

の
よ
う
な
油
彩
画
を
描
き
残
し
ま
し
た
。

古
茂
田
公
雄
《
面
河
渓
》
は
、
あ
え
て
油

絵
具
の
油
分
を
新
聞
紙
で
ふ
き
取
り
、
岩

絵
具
の
よ
う
な
質
感
を
も
つ
油
彩
画
を
手

▶
江
山
焼
《
山
本
鼎
絵
付
蛙
紋
菓
子
鉢
》

　
1
9
3
0
年
、
個
人
蔵

▶
江
山
焼
《
下
村
為
山
絵
付
菖
蒲
紋
菓
子
鉢
》

　
1
9
1
4
年
、
町
立
久
万
美
術
館
蔵

久
万
高
原
町

が
け
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
日

本
の
洋
画
家
と
し
て
、
独
自
性
を
追
求
し

た
痕
跡
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

こ
こ
愛
媛
で
は
多
く
の
文
人
墨
客
、
画

家
が
陶
磁
器
に
絵
付
を
し
て
、
作
品
を
手

が
け
ま
し
た
。
山
本
鼎
は
来
松
し
た
際
、

越
智
恒
孝
ら
の
手
引
き
も
あ
り
、
江
山
焼

に
絵
付
を
施
し
ま
し
た
。
愛
媛
の
芸
術
家

ら
に
よ
る
「
芸
術
の
お
接
待
」。自
県
の
伝

統
文
化
を
享
受
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
姿

が
見
て
取
れ
ま
す
。
愛
媛
を
舞
台
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
文
化
の
一
端
と
も
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
「
余
技
」
と
呼
ぶ
に
は
も
っ
た
い
な
い
、

芸
術
家
ら
の
分
野
を
超
え
た
、
も
う
一
つ

の
顔
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　
（
受
付
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

四
国
四
県
町
村
会

事
務
連
絡
会
議

　
12
月
21
日
　
テ
レ
ビ
会
議
で
開
催

●
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　

2
／
12（
金
）、
2
／
24（
水
）

●
観
覧
料

　

一　

般　

5
0
0（
4
0
0
）円

　

高
大
生　

4
0
0（
3
2
0
）円

　

小
中
生　

3
0
0（
2
4
0
）円

　
　
（ 

）内
は
団
体（
20
名
以
上
）の
料
金

●
イ
ベ
ン
ト

　

★
学
芸
員
解
説　

※
要
観
覧
券

　
　

3
月
20
日（
土
）、
4
月
10
日（
土
）

　
　

各
14
時
～

　

★
久
万
美
開
館
記
念　

観
覧
料
無
料

　
　

3
月
21
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ

　

町
立
久
万
美
術
館

　
　

℡ 

0
8
9
2
-2
1
-2
8
8
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.kum

akogen.jp/

　
　

site/m
use/
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愛
媛
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
愛

南
町
は
、
海
の
幸
・
山
の
幸
に
恵
ま
れ

た
豊
か
な
町
で
す
。

　

そ
ん
な
愛
南
町
で
２
月
１
日（
月
）

～
２
月
28
日（
日
）に
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と

愛
南
！
冬
の
食
め
ぐ
り
デ
ジ
タ
ル
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

愛
南
町
内
の
登
録
店
舗
で
5
0
0

円
以
上
の
お
買
い
物
を
さ
れ
た
方
は
、

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
を
５
つ
獲
得
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
抽
選
で
愛
南
町
の
豪
華
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ス
マ
ホ
を
持
っ

て
お
い
し
い
冬
の
味
覚
盛
り
だ
く
さ

ん
の
愛
南
町
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

◆
事
務
局

　

愛
南
食
の
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　

★
0
8
9
5
-7
2
-7
3
1
5

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
、
期
間
中
で
も

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
終
了
、
も
し
く

は
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

砥 

部 

町

愛 

南 

町

坂村真民記念館開館 9 周年特別展

海野阿育と坂村真民の世界
~ 版画かれんだあに描かれた真民詩 ~

２月 20 日（土）▶ ６月 13 日（日）
開館時間 : ９時 ― 17 時（入場は 16 時 30 分まで） 休館日：月曜日（祝日の場合は翌日、5 月 6 日）

【記念講演会】
版画家　海野阿育先生
「真民さんの詩を版画かれんだあにする」

日時：2月 20 日（土）10 時 30 分 ~
会場：砥部町商工会館　
入場料：無料
※特別展半券をご提示ください

【ミニ講演会】
坂村真民記念館　西澤館長

日時：2月 21 日（日）11 時 ~
会場：坂村真民記念館会議室
入場料：無料

ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！

 

冬
の
食
め
ぐ
り

　
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
！

愛南町ホームページ

　記念講演会とミ
ニ講演会は、新型
コロナウイルス感
染症の拡大状況に
より中止する場合
があります。
　坂村真民記念館
のホームページで
ご確認ください。
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松野町新庁舎・防災拠点施設イメージ

松野町現庁舎

三崎支所

瀬戸支所

大竹伸朗氏「種景」伊方町本庁舎

愛南町庁舎議　場

鬼北町庁舎 議　場

別　館

伊方町

鬼北町

愛南町

松野町

各
町
の
庁
舎
・
議
場
・
支
所
・
公
民
館
！

　
こ
れ
ま
で
に
発
行
し
て
い
る
会
報
の
表
紙
で
す
。

　
9
町
を
一
回
り
し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
一
覧
に
し
て
み
ま
し
た
。
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小田支所

砥部町中央公民館

砥部町社会福祉協議会子育て支援センター とべっこら

本　庁

議　場

分　庁

通信指令室 事務室

久万高原町消防本部・消防署

議　場

弓削総合支所

魚島総合支所岩城総合支所

生名総合支所

松前町役場庁舎

松
前
町

久万高原町

内子町

上島町

砥部町
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愛
媛
県
自
治
会
館
新
会
館

愛
媛
県
自
治
会
館
新
会
館
完
成
予
想
図

12
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
、
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議
（
テ
レ
ビ
会
議
）

▽
2
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
・
監
事

合
同
会
議
・（
一
財
）全
国
自
治
協
会
理

事
会
、
全
国
生
協
理
事
会
、
全
国
町
村

会
正
副
会
長
会
～
実
行
運
動
、「
町
村
の

振
興
を
考
え
る
会
」
役
員
と
の
意
見
交

　　

 
も
の
づ
く
り
と
コ
ロ
ナ

　

今
社
会
は
、
収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
、
老
若
男
女

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
の
日
常
生
活
に
あ
る
。

秋
の
行
楽
も
大
方
の
人
が
心
底
か
ら
で
な

く
、
コ
ロ
ナ
恐
怖
を
感
じ
つ
つ
シ
ー
ズ
ン

を
終
え
、
す
っ
き
り
と
し
な
い
ま
ま
年
末

か
ら
新
年
を
迎
え
る
。

　

12
月
6
日
、
こ
の
よ
う
な
世
相
の
重
い

空
気
を
一
気
に
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
「
は

や
ぶ
さ
2
号
」
が
地
球
に
帰
っ
て
来
た
。

　

平
成
26
年
12
月
3
日
南
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
か
ら
飛
び
立
ち
、
6
年
間
往
復
52

億
㎞
の
旅
、「
は
や
ぶ
さ
2
号
」
は
小
惑
星

り
ゅ
う
ぐ
う
に
着
陸
し
、
岩
石
の
小
粒
を

持
ち
帰
っ
た
の
だ
。

　

採
取
し
た
岩
石
の
小
粒
か
ら
ど
の
よ
う

な
結
果
が
出
る
の
で
あ
ろ
う
。「
生
命
の
誕

生
の
秘
密
、
太
陽
系
の
歴
史
、
水
の
起
源
」

を
探
ぐ
る
な
ど
解
明
が
待
ち
遠
し
い
の
は

筆
子
の
み
で
は
な
か
ろ
う
。
ス
ト
レ
ス
満

載
の
世
の
中
、
限
り
な
い
宇
宙
に
目
を
向

け
、
夢
を
広
げ
る
人
は
大
勢
い
る
。

　

今
ま
で
に
火
星
探
査
機
「
の
ぞ
み
」
や

金
星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」
が
飛
行
途
中
、

残
念
な
が
ら
で
不
成
功
と
な
っ
た
が
、
今

回
の
技
術
成
功
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
は
、
2
年
後
に

火
星
の
衛
星
か
ら
試
料
を
持
ち
帰
る
探
査

機
を
打
ち
上
げ
る
予
定
と
云
う
。

　

な
お
、「
は
や
ぶ
さ
2
号
」
は
、次
の
目

的
地
で
あ
る
片
道
約
1
0
0
億
㎞
先
の
小

惑
星
1
9
9
8
Ｋ
Ｙ
26
目
指
し
て
引
き
続

き
長
い
旅
に
出
た
。
11
年
後
到
着
の
朗
報

を
祈
り
た
い
。

　

さ
て
、特
筆
す
べ
き
は
、「
は
や
ぶ
さ
2

号
」
製
作
に
参
画
し
た
町
工
場
の
存
在
で

あ
る
。
横
浜
の
従
業
員
30
人
の
某
工
場
か

ら
は
、
部
品（
ネ
ジ
）が
1
0
0
分
の
1
㎜

以
下
の
誤
差
で
、
し
か
も
最
後
は
人
の
手

に
よ
っ
て
よ
り
高
い
精
度
の
も
の
を
作
っ

た
と
云
う
。
因
み
に
本
県
の
も
の
づ
く
り

技
術
も
サ
ン
プ
ル
採
取
装
置
開
発
に
関

わ
っ
た
。
市
井
の
技
術
者
始
め
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
研
究
者
ら
日
本
の
“
も
の
づ
く
り
”

の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
令

和
2
年
12
月
で
あ
っ
た
。

　

方
や
、
世
界
の
人
々
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
早
期
完
成
を
願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

12
月
に
入
り
、
英
国
、
米
国
、
ロ
シ
ア
な

ど
で
高
齢
者
、
医
療
従
事
者
な
ど
に
接
種

が
始
ま
っ
た
。
前
例
の
無
い
短
期
間
の
ワ

ク
チ
ン
完
成
に
接
種
を
拒
否
す
る
者
も
あ

り
、
一
国
の
威
信
の
是
非
は
論
外
と
し
て
、

そ
の
効
果
は
如
何
に
。
接
種
後
、
副
反
応

（
副
作
用
）
が
な
い
か
、
凶
で
な
く
吉
の
結

果
が
出
れ
ば
、
歴
史
的
な
勝
利
、
人
類
の

成
果
と
言
え
よ
う
…
。

　

今
は
た
だ
、
こ
の
師
走
、
旅
行
や
食
事

会
な
ど
考
え
ら
れ
無
い
医
療
現
場
の
頑
張

り
に
、
感
謝
で
あ
る
…
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
こ
ち
ら
で
一
日
、
あ
ち
ら
で
一
日
と

い
っ
た
人
生
は
、
実
に
空
虚
な
人
生
で

あ
る
。
見
聞
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
か
で
も

な
い
、
自
分
が
知
り
た
く
も
な
い
こ
と
、

そ
れ
ば
か
り
だ
か
ら
。」

　

�

（
ゲ
ー
テ　

ド
イ
ツ
国
の
詩
人
）

一

筆

　

本
誌
７
月
号
で
起
工
式
の
模
様
を
掲
載
し
ま
し
た
愛
媛
県
自
治
会
館
新
会
館
の
建

設
工
事
も
基
礎
工
事
が
完
了
し
、
鉄
骨
工
事
及
び
付
加
制
震
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

竣
工
は
令
和
3
年
6
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。換

懇
談
会

▽
14
日
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ

め
2
0
2
3
実
行
委
員
会
設
立
総
会
第

1
回
総
会
及
び
第
1
回
常
任
委
員
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
12
月
定
例
常

設
審
議
委
員
会

▽
21
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会

議
（
テ
レ
ビ
会
議
）

▽
24
日
＝
第
2
回
愛
媛
県
県
立
学
校
振
興

計
画
検
討
委
員
会


